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業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 
2019年 4月 24日に公表いたしました 2020年 3月期（2019年 4月 1日～2020年 3月 31日）の業

績予想と実績との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 
 

 
記 

 
 
１. 業績予想と実績との差異について 

2020年 3月期通期連結業績予想数値と実績との差異（2019年 4月 1 日～2020 年 3月 31日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ A） 8,000 290 280 200 22.31 
今 回 実 績 （ B ） 7,600 415 416 338 37.75 
増 減 額 （ B ― A ） △399 125 136 138  
増 減 率 （ ％ ） △5.0 43.2 48.6 69.2  
（ご参考）前期実績 
（2019年 3月期） 

7,137 272 267 179 20.04 

 
２.差異の理由 
売上高につきましては、ボーリング機器関連において見込んでいた海外 ODA 水井戸関連機器の受

注・売上が達成できなかったことと、新型コロナウイルスの影響で一部輸出が滞ったことにより、前
回予想比 399百万円減の 7,600百万円の実績となりました。 
利益につきましては、工事施工関連のトンネル先進調査ボーリング工事数の増加と原価率低減によ

り粗利益が増加し、営業利益は前回予想比 125百万円増の 415百万円、経常利益は前回予想比 136百
万円増の 416 百万円となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、特別損失 73 百万円の計上
（伊勢原土地購入決定による厚木工場リニューアル計画中止に伴う固定資産除却損及び機械装置の減
損処理）はありましたが、繰延税金資産の回収可能性見直しによる積み増し 44百万円により、前回予
想比 138百万円増の 338百万円となりました。 

以  上 


